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【対策】 

（１）へき地の医療提供体制への支援 

① へき地医療支援機構の充実 

県立中央病院のへき地医療支援センターは、市町、へき地医療拠点病院との意見

交換などを通じて、お互いの意思疎通を図り、連携しながらへき地医療対策を円滑

かつ効率的に推進します。また、へき地医療拠点病院の活動の評価やへき地診療所

の現地視察等を通じて、総合的診療支援事業の企画・調整等を行います。 

② へき地医療拠点病院・へき地診療所への支援 

へき地医療拠点病院やへき地診療所が行うへき地医療対策等を実施するための施

設・設備の整備や、へき地医療拠点病院が行う巡回診療やへき地診療所への代診医

等の派遣に対して、国庫補助を活用した支援を行います。 

③ 遠隔診療体制の整備・充実 

かがわ医療情報ネットワーク（Ｋ－ＭＩＸ Ｒ）などのＩＣＴを活用した医療提

供体制の整備を推進し、へき地や離島に暮らす患者がどこでも適切な医療を受けら

れるよう努めます。 

（２）へき地における医師の確保 

① へき地医療に従事する医師の確保 

自治医科大学卒業医師をへき地診療所等に適切に配置するとともに、香川県地域

医療支援センターや医師会・基幹病院などの関係機関と一層の連携を図りながら、

第４章に記載している各般の取組みを通じて、引き続き、へき地医療を支える医師

確保を図ります。 

② へき地医療を担う医師の動機付けとキャリアパスの構築 

医学生修学資金貸与学生を含め、香川大学医学部の学生に対し、地域医療教育・

地域医療実習を実施するなど、地域医療を担う医療人の教育・研修、医師に対する

キャリア支援等の実施に努めます。 

また、自治医科大学卒業医師の義務年限修了後の県内定着を図るため、へき地医

療支援センターと連携・協力しながら、義務年限内の自治医科大学卒業医師のキャ

リア支援に努めます。 

 

【数値目標】 

項 目 
現 状 

(令和３年度) 
目 標 目標年次 

へき地医療拠点病院等からへき地への 

巡回診療実施回数 
739回 現状維持 令和11年度 

へき地医療拠点病院等からへき地への 

医師派遣及び代診医派遣回数 
1,176回 現状維持 令和11年度 

へき地医療拠点病院等の中で巡回診療、 

医師派遣及び代診医派遣の３事業の年間 

実績が合計で12回以上の医療機関の割合 

57.9％ 70.0％ 令和11年度 


